
別記様式1．　①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申込日：　　　年　　月　　日
公益社団法人　中央畜産会　
衛生指導部　JGAP認証審査担当　行（FAX：03-5289-0890）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役職名・氏名　　　　　　　　　㊞　
JGAP　個別審査申込書
　本申込書に必要事項をご記入・ご捺印頂き、必要書類とともにご送付をお願い致します。

受領し申請内容に問題がなければ受理のご連絡を差し上げます（事前にＦＡＸ頂いて内容確認
して頂いても結構です）。
1． 審査の手順
（1） 本会が申請書類を確認した後、「申請受理通知書」、「審査費用請求書」、「現地審査計画書」及び「審査同意書」を送付しますので、押印後に審査同意書を返送してください。
（2） 基準書に定められた該当する文書・記録類など全ての書類（個人情報に係るものを除く）を現地審査の前にご提出頂きます。併せて審査費用のお振込を確認させて頂きます。
（3） 文書審査
文書審査で不適合が多い場合は、現地審査の延期または審査中止となります。
（４） 現地審査

現地審査で指摘された不適合項目は、是正処置を行い報告書の提出が必要です。　
（５） 適合基準を満せば判定委員会で承認されます。
（６） 認証書の発行し、審査員旅費等を含めた審査費用を精算し、ご請求いたしますので、
お振込みをお願いいたします。
	２．個別審査の申込
	３か月前に申請をお願いします。

	（１）審査・認証の種類
	　□JGAP審査・認証　　　□JGAP差分審査・認証（*）

	　
	（*）農場HACCP認証の有効期限
	　　　　　年　　月　　日

	（２）審査のタイミング
	　□初回　　　　　□維持（*）　　　　□更新（*）

	　
	（*）維持・更新、認証書の有効期限
	　　　　　年　　月　　日

	※ 維持審査は、認証日から18か月以内に実施。
※ 更新審査は有効期限の6か月前から実施可能。有効期限の3か月前まで申請して下さい。


	（３）審査希望時期
	第1希望
	第2希望

	　
	　　　　　　年　　月
	　　　　　　年　　月

	　
	ダウンタイム（他の畜産施設訪問からの時間・日数）：

	（４）構築指導者名
	　　

	（５）認証基準及び審査基準（①と②、両方ご記入下さい）

	　①認証基準
	　□JGAP農場用　管理点と適合基準　家畜・畜産物　2017

	　②審査基準
	　□JGAP農場用　管理点と適合基準　家畜・畜産物　2017

	（差分審査の場合）
	　□JGAPと農場HACCP認証基準との差分に関する文書　2017

	（６）審査・認証対象

	　①商品　　　　（品目名）
	　□乳用牛　　□肉用牛　　□豚　　　□採卵鶏　　□肉用鶏

	（出荷形態）
	　□生体　　　　□生乳　生体　　　　□鶏卵　生体

	　②生産工程　　（品目名）
	　□乳用牛　　□肉用牛　　□豚　　　□採卵鶏　　□肉用鶏

	（生産工程）
	　□飼養　　□飼養　畜産物取扱い　　□飼養　自給飼料生産

	　
	　□飼養　畜産物取扱い　自給飼料生産

	　③外部委託（*）
	　□あり　　 　　□なし

	  ④預託（*）
	　□あり　　 　　□なし

	　・預託の工程と審査認証の範囲に含めるか否か
　
	ⅰ）工程
	ⅱ）審査・認証の範囲

	
	
	□含める　　□含めない

	
	工程の例）　育成または肥育の預託の場合、「預託（育成）」、「預託（肥育）」。　出荷まで委託する場合「預託（肥育、出荷）」。
	範囲に含む場合、「左記の工程を含む」、含まない場合は、「左記の工程を含まない」と認証書に記載されます。

	　
	
	

	　（*）外部委託先と預託先の名称と所在地は、別紙10．外部委託先の情報欄に記入。


	（７）申請農場の基本情報

	①認証名　：　認証書に記載する内容です。

	ⅰ）農場名
	組織名　：

	　
	農場名　：

	ⅱ）農場所在地
	住所　：　（〒　　　　　　　）

	　
	電話番号：　　　　　　　　　FAX：

	ⅲ）農場管理者
	役職名
	氏名

	　
	　
	　

	
	
	

	②農場へのアクセス

	　・最寄り駅（空港）
	　

	　・最寄りのホテル
	　

	　・ホテルの最寄り駅
	　

	③連絡窓口　・担当者
	氏名：　　　　　　　　　　　役職名

	　　　　・電話・FAX
	電話：                      ・FAX

	　　　　・携帯・メール
	携帯：　　　　　　　　　　　・Email:


	④従業員数
	合計
	家族
	常時雇用従業員

	
	
	
	日本国籍
	外国国籍
	障がい者

	
	　人
	人
	人
	人
	人


	⑤農場HACCP認証の情報
	登録番号
	　　　　　　第　　　　　号

	　
	初回認証日
	　　　　　　年　　月　　日

	　
	有効期限
	　　　　　　年　　月　　日


３．申請時に必要な書類
	(1)申込書とともに提出いただく書類一覧（該当するもののみ）。
(2)審査対象の全ての書類は、申請受理後に提出して頂きます。

	書類番号
	チェック
	「総合規則　【家畜　畜産物】8.1に基づき、審査申込書と共に

	
	
	以下の資料或いは、同様の内容の書類をご提出ください。
	　

	
	
	（管理点と適合基準の範囲の決定、審査計画に必要です。）
	　

	1
	□
	農場HACCP認証書
	写し

	
	
	
	　

	2
	□
	組織図
	任意の書式

	
	
	　　　経営者、農場の各部門の責任者名
	　

	3
	□
	農場の全体図
	任意の書式

	
	
	　　　施設の配置、周辺の様子
	　

	4
	□
	畜舎・施設・倉庫等の基本情報
	別紙の4.　　　

	
	
	　　　審査対象範囲の確認
	　

	5
	□
	草地等の基本情報（該当する場合）
	別紙の5．　　　

	
	
	　
	　

	6
	□
	生産工程の基本情報　（差分は不要）
	任意の書式

	
	
	　生産工程の概要（フロー図など）
	　

	7
	□
	「アニマルウエルフェアの考え方に対応した
	基準書の

	
	
	飼養管理指針」に基づくチェックリスト
	附属書Ⅲ

	8
	□
	労働者の基本情報
	別紙の8.　　　

	
	
	　　　労働者の有無他
	　

	9
	□
	審査員の農場入場時の条件に関する情報
	任意の書式　　　

	
	
	　　　
	　

	10
	□
	外部委託の情報（該当する場合）
	別紙の10　　　

	
	
	　工程名、委託先の名称、住所など。契約書（写）
	　

	11
	□
	自己点検の是正完了に対する確認
	任意の書式

	
	
	
	


＊詳しくは、JGAP総合規則【家畜・畜産物】2017-2　8.1(1)を参照して
ください。
別紙　（申請時に必要な書類）
	申込書の関連情報（総合規則　8.1（1）
	
	
	
	

	４．畜舎・施設・倉庫等の基本情報
	
	
	
	

	分類
	畜舎
	
	
	
	
	

	i)
	　
	畜舎名
	所在地
	移動時間
	床面積
	収容頭羽数
	

	
	1
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	2
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	3
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	4
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	5
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	
	収容頭羽数の合計
	
	

	
	その他の施設
	
	
	
	
	

	
	　
	施設名
	所在地
	移動時間
	床面積
	
	

	
	1
	　
	　
	　
	　
	
	

	
	2
	　
	　
	　
	　
	
	

	
	3
	　
	　
	　
	　
	
	

	
	4
	　
	　
	　
	　
	
	

	
	5
	　
	　
	　
	　
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	j)
	畜産物取扱い施設　（乳用牛の生乳、採卵鶏の卵の取扱い施設がある場合のみ）
	

	
	
	取扱い品目：
	　

	施設の保管可能数量：
	　
	　

	
	（１）乳用牛
	
	
	
	
	

	
	
	施設名
	所在地
	移動時間
	搾乳方式
	搾乳頭数
	

	
	1
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	2
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	
	
	　

	
	（２）採卵鶏
	
	
	
	
	

	
	
	施設名
	所在地
	移動時間
	保管方式
	
	

	
	1
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	2
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	k)
	家畜排せつ物管理施設
	
	
	
	

	
	
	施設名
	所在地
	移動時間
	床面積
	処理方法
	

	
	1
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	2
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	l）倉庫の基本情報
主要保管物は、飼料、動物医薬品、機械、燃料等

	
	　
	名称（識別）
	所在地
	移動時間
	主要保管物(*)
	

	
	1
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	2
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	3
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	4
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	5
	　
	　
	　
	　
	　
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	５．草地の基本情報　（該当する場合のみ）
	
	
	
	

	m)
	　
	名称（識別）
	所在地
	作付けする飼料作物名
	
	

	
	1
	　
	　
	　
	
	

	
	2
	　
	　
	　
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	８．労働者の基本情報
	
	
	
	外国人
	

	
	　
	従業員
	人数（うち外国人）
	労災保険の有無
	派遣会社
	就労許可

	
	1
	家族
	人
	あり□　なし□
	　
	　

	
	2
	常勤雇用者
	　　　人（外国人：　　人）
	あり□　なし□
	　
	　

	
	3
	臨時雇用者
	　　　人（外国人：　　人）
	あり□　なし□
	　
	　

	
	4
	その他
	　　　人（外国人：　　人）
	あり□　なし□
	　
	　

	
	　
	計
	　　　人（外国人：　　人）
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	外国人労働者について
	
	
	
	

	
	
	派遣会社
	国籍
	人数
	就労ビザなどの確認
	伝達可能な言語

	
	
	　
	　
	
	　
	　
	　
	　

	
	
	　
	　
	
	　
	　
	　
	　

	
	
	　
	　
	
	　
	　
	　
	　

	
	
	　
	　
	
	　
	　
	　
	　

	
	
	
	
	
	
	
	

	１０．外部委託先の情報　（生産工程内作業、預託などを外部の事業者に委託した内容）

	
	
	工程名
	委託先の名称・住所
	連絡先
	第三者認証の有無

	
	1
	　
	　　
	　　
	

	
	2
	　
	　　
	　　
	

	
	3
	　
	　　
	　　
	

	
	
	
	
	
	
	
	


別記様式２．　①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
基準に基づく関連文書リスト
	☑
	項目
	農場における
対応文書
	備考
	確認欄
（審査員用）

	A．経営の基本
	
	
	

	□
	  １．農場管理の見える化　　　　　　　　　　　　　　　
	　
	　　　　
	

	□
	  ２．経営者の責任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	　
	　　　　
	

	□
	  ３．計画及び実績評価　　　　　　　　　　　　　　　
	　
	　　　　
	

	□
	  ４．飼養衛生に関する管理　　　　　　　　　　　　　　
	　
	　　　　
	

	□
	  ５．放牧の管理（＊）　　　 　
	　
	　　　　
	

	□
	  ６．生産工程におけるリスク管理　　　　　　　　 　
	　
	　　　　
	

	□
	  ７．アニマルウエルフェア　　　　　　　　　　　　 
	　
	　　　　
	

	□
	  ８．食品防御　　　 
	　
	　　　　
	

	□
	  ９．供給者の管理（＊）　　　　　　　　　　　 
	　
	　　　　
	

	□
	１０．商品管理                         　　　
	　
	　　　　
	

	□
	１１．苦情・異常・ルール違反への対応　　　       
	　
	　　　　
	

	□
	１２．識別とトレーサビリティ　　　　　　　        　 　
	　
	　　　　
	

	Ｂ．経営資源の管理
	
	

	□
	１３．責任者及び教育訓練                  
	　
	　　　　
	

	□
	１４．人権・福祉と労務管理　　　　　　　　　　　
	　
	　　　　
	

	□
	１５．作業者及び入場者の衛生管理           
	　
	　　　　
	

	□
	１６．労働安全管理及び事故発生時の対応　　　
	　
	　　　　
	

	□
	１７．動物用医薬品等の管理　　　　　　　　　　　
	　
	　　　　
	

	□
	１８．施設の管理
	　
	　　　　
	

	□
	１９．機械・設備、運搬車両、掃除道具等の管理
	　
	　　　　
	

	□
	２０．エネルギー等の管理、地球温暖化防止
	　
	　　　　
	

	□
	２１．廃棄物の管理及び資源の有効利用
	　
	　　　　
	

	□
	２２．周辺環境への配慮及び地域社会との共生
	　
	　　　　
	

	□
	２３．生物多様性への配慮
	　
	　　　　
	

	C．生産資材等の管理
	
	

	□
	２４．精液・受精卵・素畜の管理
	　
	　　　　
	

	□
	２５．飼料の管理
	　
	　　　　
	

	□
	２６．敷料の管理
	　
	　　　　
	

	D．自給飼料生産工程の専用項目（＊）
	
	

	□
	２７．草地等の立地に関する管理
	　
	　　　　
	

	□
	２８．種子の管理は、「努力」につき除外
	　
	　　　　
	

	□
	２９．農薬・肥料等の管理
	　
	　　　　
	

	□
	３０．環境保全を主とする取り組み
	　
	　　　　
	

	□
	３１．飼料生産工程の情報管理
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